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拝啓  

冬至の候、会員の皆様におかれましてはますますご清栄のことと存じます。  

平素より日本体外循環医学会九州地方会に対し、格別のご協力、ご理解を賜りまして誠にあ

りがとうございます。  

さて、この度、第 50 回日本体外循環医学会九州地方会大会の大会長を拝任し、2025 年 6

月 21・22 日に大分県別府市で開催させて頂くこととなりました。 

今大会のテーマを「Exciting」とさせて頂き、湯けむり登る温泉地 別府で皆様に、“わくわ

く”して頂ける大会にすべくスタッフ一同準備致しております。主要プログラムとしては教育

講演、シンポジウムを企画しており、一般演題も募集いたします。また、懇親会も企画して

おりますので、情報交換の場として頂けると幸いです。明日からの体外循環がより“わくわ

く”するような大会を目指しますので、ご参加のほど宜しくお願い致します。 

敬具 

 

記 

 

Ⅰ. 会期：2025 年 6 月 21 日（土曜日）, 22 日（日曜日） 

Ⅱ. 会場：杉乃井ホール（杉乃井ホテル内）   

〒874-0822 大分県別府市観海寺１  

Ⅲ. テーマ： Exciting 

 

 

 

 

Facebook        Instagram 

 

※別府は観光地であり、週末は大変混みあっております。また、観光地のためホテルはシン

グルルームが少ない状況です。早めに宿泊の確保をお願い致します。 



第 50 回日本体外循環技術医学会九州地方会大会 演題募集要項 

 

 

Ⅰ. 演題内容および抄録記載方法 

体外循環、補助循環および心臓血管外科に関連する内容と致します。 

  抄録は IMRAD 形式で記載してください。 

日本体外循環技術医学会の「抄録の書き方について」（添付資料参照）を参考に記載して

ください。 

  

Ⅱ. 演題申し込み方法  

演題は、電子メールによる応募と致します。  

抄録は、パソコンで明確に印字し、演題名、所属、演者(発表者に○印)、演題要旨を 

A4 サイズに作成して頂き、電子メールに添付し応募してください。  

その他の手段で送付される場合は事前にご連絡ください。  

抄録の受付確認は、大会事務局よりメールでお知らせします。確認メールが届かない 

場合は、お手数ですが大会事務局までご連絡下さい。  

【応募メール記載内容】  

・メールの宛先：jasectkyushu50@gmail.com  

・メールの件名：「大会抄録」  

・メールの本文：演題名、発表者、発表者の所属施設名、連絡先（電話番号とメール  

アドレス）を記載してください。  

★添付される抄録のファイルタイプはマイクロソフトワード形式で、字体は MS 明朝の 12 

ポイント、文字数 800 字以内でお願い致します。  

 

Ⅲ. 抄録の査読について  

今回ご応募頂きました演題は、抄録査読委員を設け、大変失礼とは思いますが査読(ご施

設・発表者名標記なしにて依頼)を行います。抄録の査読は、演題採否を審査する目的だけ

ではなく、学術活動の一環として発表内容を理解しやすくするために行うことを趣旨とし

ております。何卒ご理解頂きますようよろしくお願い致します。  

 

Ⅳ. 演題採否  

演題の採否、発表日時などについては大会長にご一任下さい。  

採否、発表日時は電子メールでご連絡致します。  

 

Ⅴ. 作成スライドには COI の開示をお願い致します。  

 

応募締め切りは 2025 年 3 月 28 日（金）必着と致します。 



抄録の書き方について 

 

一般社団法人 日本体外循環技術医学会  

 

このガイドラインは、JaSECT 学術大会に投稿される一般演題の抄録を適正に記載するため

のガイドラインです。本学会の掲載論文と同等の要件を満たすようチェックリストを作成し

ました。これに沿って抄録の作成をお願いします。  

なお、最終的な採否の判断は大会長の責任により決定されます。  

 

■ チェックリスト  

「二重発表」について確認する。  

【定義】既に発表された内容と実質的に同じ内容の発表  

ただし、特殊発表（シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップなど）他言

語での発表は除外する。  

・ 初回発表であることを自己申告する。（抄録登録時に記入欄があり）  

・ 続報であれば前回学会名と第何報目かを自己申告する（抄録に記入したか確認）  

・ 一般演題の抄録は基本的に論文と同等であり、原則として、IMRAD 形式（Introduction, 

Methods, Results And Discussion）（緒言〜考察、結語）の記載で記載する。（原則とし

て、フリーフォーム記載は一般演題として不適切。特殊発表はその限りではない。）  

・ 表題は内容を適切に表現している。（商品名などは極力用いない。）  

・ 目的・背景は研究の意義を明確に示す。  

 

■ 背景  

・ その問題を解くことの意義は何か。  

・ その問題についてこれまでにどんなことが解明されているのか（先行研究を引用して述

べる）。  

 

■ 目的  

・ 具体的にどんな問題の解決を試みるのか、 またその意義は何か。  

・ 今回の研究のどこに新規性があるのか。  

・ 今回の研究の到達目標は何か。  

・ 研究方法は、研究目的・目標達成を明確に示すことができているか。  

・ 対象は適切か。  

・ データ収集方法および手順を示しているか。  

・ 実験や調査に使用した機器やソフトウェア、あるいは分析対象のデータの取得方法につ

いて、順序立てて説明したか。  

・ 分析方法は妥当か。  

・ 結果の分析や統計解析の手法を明確に記述したか。統計学的な解析を行った場合は、使



用した手法を記載する。「結果」や「考察」に書くべき事項が紛れ込んでいないか。  

・ 実験を行った場合は、実験のプロトコールを記載する。  

・ 結果は研究目的に沿った結果を示している。事実を客観的に示しているか。  

・ 「目的」で設定した目標達成について、信頼できる数値で結果を記述したか。  

・ 本文中で、数値で結果を述べる際は単位を明示したか。  

・ 統計学的な解析結果を提示する際は、国際的に推奨されている形式に則っているか。  

・ 結果を述べる際に、主観的、あるいは曖昧な意味の形容詞や副詞を使っていないか。  

・ 「方法」や「考察」に書くべき事項が紛れ込んでいないか。  

（考察は得られた結果に基づいた解釈し、研究目的に沿った考察を示す。）  

・ 今回の研究結果で検討を要する項目を挙げ、客観的な数値や過去の信頼できる先行研究

の結果に基づいて考察する。  

・ 結果はどのような場合に適用できるかを明示する（この研究の一般性）。  

・ 結果はどのような場合には適用できないかを明示する（この研究の限界）。  

・ 次に検討すべき残課題（または今後の展望）を述べる。  

・ 「方法」や「結果」に書くべき事項が紛れ込んでいないか確認する。  

（結語は全体の要約・主旨、提言や残された課題、研究の展望等を簡潔に示す。）  

・ 研究の背景・目的と方法を簡潔にまとめたか。  

・ この研究で明らかになった新たな知見を簡潔にまとめたか。  

・ 「結語」は「結論」または「まとめ」と書くこともある。  

・ タイトルと結語が一致してるか。  

・ 発表内容に個人や企業への、誹謗中傷がないことを確認する。 

  

■ 倫理的配慮がなされているか確認する。  

具体的には以下を参考にする。  

・ イニシャルの表記がないか。  

・ 症例報告では、日付の明記が患者の特定に至る場合がある。20XX 年など、特定できない

工夫がなされているか。  

・ 身長や体重は、治療条件の評価に必要な項目であるため削除する必要はない。  

・ 年齢は正確な年齢ではなく、〇〇歳台と記載されているか。  

・ 未承認装置が使用されていないか確認する。（倫理委員会等で認められている場合は、商

品名を記載しない）  

・ 対象者の不利益が生じないように配慮している。  

・ 体外循環と関係ない発表でないか確認する。ただし、大会長が承認した場合はこの限り

ではない。  

・ 製品などの企業宣伝が強すぎないか。  

・ 文章は解りやすい表現となっているか確認する。  

・ 出来るだけ短文で記載されている。（「・・し、・・」、「・・り、・・」「・・でき、・・」

などが多用されて長文となっていないか確認する。）  

・ 論旨がはっきりしているか。（主語と述語の一致。代名詞が多用されていないか。異なる



内容は改行が適切に行われているか。）  

・ 漢字および仮名書きが正しく使用されているか確認する。  

 

■ 体外循環技術』 投稿原稿のしおり 

（http://jasect.sakura.ne.jp/wp/wpntent/uploads/2019/06/2010002toukou.shiori.pdf）に漢

字を用いてはいけない例、なるべく仮名書きする語、原則として漢字を使用する語、正しい

送り仮名、単位記号を参考に確認する。  

 

■ 本学会では内閣告示第 2 号の「外来語表記」を参考に 3 音以上の用語でも長音符号は省

くことなく付けることを原則としている。  

 

■ その他  

・ （以下・・・）と省略する場合は、（・・・）のみとする。  

・ 抄録本文内で＜および＞の記号を使うときは（たとえば p＜0.05、CO＞2.2 が挙げられ

ます）、必ず全角 の＜および＞であるか確認する。  

・ 自分以外の誰かに読んでもらったか。  

 

 

2021 年 10 月 5 日作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


